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看護の力、総結集の幕あけ‼
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ごご ああ いい ささ つつ

長崎県看護連盟 会長 金 澤 きみ代

あけましておめでとうございます。
皆様には、希望に満ちた新年をお迎えのことと心からお喜び申し上げます。
また、日頃から、連盟活動にご協力いただき感謝申し上げます。

２０１２年を振り返ってみますと、私たち連盟にとって一番大きな出来事は１２月の第４６回衆
議院選挙でした。３年３ヶ月前の総選挙において政権から転落して以来、野党として辛い
日々を過ごしてきたからです。この間、民主党政権に期待し投票した国民は裏切られ、失
望しました。１日も早い解散を願っていたのですが「近いうち」がやっと１１月１６日解散と
なりました。
今回、会員皆様のご協力により自民党が大勝利を得、政権奪還につなげることができま

した。この結果は来年の参議院選挙にはプラス風として動いてくれると信じています。
看護職の代表あべ俊子衆議院議員も比例ではありましたが当選されました。おめでとう

ございます！長崎県も自民党が４選挙区とも独占し、比例代表の座も１議席獲得しました。
これも会員皆様のご支援、ご協力のおかげです。ありがとうございました。この勢いで７
月の参議院選挙も頑張ります。
自民党の J－ファイル２０１２総合政策集の１４４番目に「看護職の処遇改善の推進」が上がっ

ています。内容は看護職の不足対策の推進、看護職が働き続けられるような労働環境の充
実、処遇の改善などですが、これらの政策を実現していただくためには、阿部俊子衆議院
議員と髙階恵美子参議院議員の２人では足りません。是非、看護職の代表である「石田ま
さひろ」候補予定者を国政に送り看護の問題を改善していただきましょう！そして看護が
豊かに行われる社会作りのために安心・安全で幸せな暮らしを支える安定した社会保障制
度をつくっていただきましょう！超高齢少子化社会において、看護の仕事は病院にとどま
らず、地域の中でも本当に必要です。人が幸せに暮らすために看護の力が今まで以上に求
められます。それが一番解っているのは看護職です。
前回の参議院選挙と同様にいやそれ以上に会員の

皆様の力を結集し、上位当選を目指しましょう！

会員の皆様には看護連盟活動に更なるお力添えを
お願いいたしまして、新年のご挨拶とさせていただ
きます。
本年もどうぞよろしくお願い申し上げます。
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ごご ああ いい ささ つつ

長崎県看護協会・長崎県看護連盟 名誉会長 山 口 ミユキ

謹んで初春のおよろこびを申しあげます

それぞれの立場で新年をお迎えのことと嬉しく存じます。

さて、寒さに耐えて咲く水仙の花の季節に、日本国の動きは民主惨敗、自公３２０超、安

倍政権へと、報じられる昨今、自由民主党の党員として、寄せられた重責を無にすること

なく「期待に応えられる」為には何をなすべきか、課せられた役割をしっかり支えること

こそ大切であることを痛感する次第であります。

◎課せられた役割……●１２の政党が競い合う他党化選挙で勝利したことを礎に、いよいよ

本番に向けて、これまでの研修で培った、政治とは、選挙とは、を礎に看護職者らしく

美しく清らかに、地域に根ざした看護が「安全・安心」で而も、人々に喜ばれる良質な

看護ができるために、それは

●積み重ねた研修で……人々の期待に、看護界の組織に、応えられる政治家の必要性であっ

た。

●必要とする政治家を成功させるため －本番に向けて－（自由民主党の党員としての自

覚）

●備えあれば憂いなし、たくましく優しくそして、誇りある日本を支えるためには、健康

が第一、看護をとおして人々がより豊かな暮らしができるためには「石田まさひろ」氏

が適任者であると認め、政策研究会への入会を紹介し、同志の輪が広がっております。

いま、必要とする政治家「石田まさひろ」氏を患者の利益の為、

患者の意思の尊重ができる看取りの為に更なる研修を積み重ね、

「ベッドサイドから政治」を変える。それは、やる気、根気、本

気「信念こそ我が勝利」に向けて前進しましょう。ご健康にご留

意のうえ、益々のご健康とご発展を併せてお幸せを「巳」の年に

託して年頭のごあいさつを致します。

－民主惨敗、維新は伸長と新聞記事を読む日－

（平成２４年１２月１７日 記）
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日本看護連盟 会長 清 水 嘉与子
明けましておめでとうございます。政治も経済も暗い話題の多い昨

年でしたが、年末になってあべ俊子先生の衆議院選挙三選の嬉しい
ニュースが飛び込んできました。小泉元総理の郵政解散で刺客として
岡山３区に送りこまれたあべ先生が、地域の代表として認められるま
でのご苦労は計り知れません。しかしそうしたことを一切お顔に出さ
れないのが先生の凄いところです。支援者の輪を確実に広げ、全国の
看護連盟の仲間たちからの応援もいただいて比例代表ではありました

が見事な当選となりました。
今回の総選挙では長崎県でも自民党が４区独占、比例でも議席を得るなど大躍進しまし

た。この成果に山口顧問、金澤会長を先頭とした長崎県看護連盟の会員の皆さんがどれほ
ど貢献されたのか目に浮かぶようです。ただ３年３ヶ月ぶりに政権に返り咲いた自民党に
は、あまりの圧勝に慢心することなく真に国民の信頼を得られる政治を展開してほしいと
願います。
ともあれ看護連盟としてはこの勢いを大きな追い風として今年の夏には石田まさひろさ

んを確実に国政の場へ送り届ける活動を強化してまいります。人口減少の中で超高齢社会
を迎えるわが国の社会保障制度のあり方は政権政党にとって最大の課題と言っても過言で
はありません。石田まさひろさんには看護の立場からこうした政策づくりにぜひ参加して
もらわねばなりません。すぐにスクラムを組むことができるあべ俊子・たかがい恵美子と
いう両先輩がいることも心強いことですね。看護教育の大学教育化も進み、専門職として
の実力をつけた看護職たちの層が確実に厚くなってきています。こういう力を十分活用す
れば「ベッドサイドから政治を変える」は夢ではありません。これを合言葉に、長崎県看護
連盟の会員の皆様のエネルギーが熱伝導で県内全域に広がって行くことを祈っております。
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第1選挙区 冨 岡 勉
第2選挙区 加 藤 寛 治
第3選挙区 谷 川 弥 一
第4選挙区 北 村 誠 吾
比 例 末 吉 光 徳

看護問題解決をよろしくお願いします‼

谷 川 弥 一 文部科学副大臣
あ べ 俊 子 外務大臣政務官

ご就任おめでとうございます。心からお祝い申し上げます。

新新年年ののごごああいいささつつ
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参議院議員 髙 階 恵美子
長崎県看護連盟の皆様に、謹んで新春のお慶びを申しあげます。
さて、新しい政権の誕生とともに、いよいよ私たち看護職の意思を

徹すときを迎えました。これまでの６年間の苦悩を乗り越えて、来る
夏には総力を結集し、国政の健全化を実現すべく、ともに活動してま
いりましょう。
たかがい恵美子の参議院議員活動も、お陰様で３年目に入りました。

この間、絶えず力強くお支えくださる皆さまのご厚情に深く感謝しな
がら、また新たな課題の解決に挑戦する勇気と知恵をいただきながら、
一歩一歩、歩みを進めてくることができました。労苦をいとわずご尽

力くださる同志の皆様に対し、心より御礼を申し上げる次第です。
本年は社会保障制度改革国民会議において、次代に相応しい新たな社会保障制度の全体

像を体系化するのみならず、それを実現する行程や具体策が議論されることとなります。
その過程では、看護職を中心とする社会保障の担い手たちの就業基盤を刷新し、社会のあ
らゆる分野との連携や技術革新をもたらす可能性について、触れられる機会がでてくるか
もしれません。
こうした場での議論を活性化するためにも、私たち看護職が、いのちの最前線において

すでに気づいている問題点、そして解決に向けた効果的なアイディアを浮き彫りにし、広
く社会に伝えることが必要です。
社会保障を実現する最大規模のプロ集団として、またその一員として、看護職がこれか

らの日本社会・これからの国際社会において果たす役割は、ますます大きく発展していく
こととなります。
看護職一人ひとりが、楽しく・豊かに・どうどうと働き続けることのできる社会環境づ

くりを目指して、皆様とともに知恵を出し合い、着々と地に足の着いた活動を心がけて参
ります。今後とも引き続き、ご指導、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。
本年が会員の皆様、ご家族の皆様にとりまして、幸多き年となりますことをお祈り申し

上げ、新年のご挨拶とさせていただきます。

衆議院議員 あ べ 俊 子

長崎県看護連盟の皆様におかれましては、清々しい新春をお迎えの

ことと拝察申し上げます。

昨年末の師走の選挙では、長崎県看護連盟の皆様の温かいご支援の

おかげさまで、再び国政の場へ送り出していただくことができました。

あらためて全国の看護連盟の皆様のお力添えの大きさをかみしめます

とともに、この場をお借りして心より感謝申し上げます。

今回の総選挙の結果、自民党は３年３か月ぶりに政権を担えるようになりました。野党

として歩んだ間に党の再生に向けて全力で取り組んできたことの是非を、これからは国民

の皆さまに判断していただくことになります。今回の結果に決して甘んじることなく、震

災復興や景気・雇用対策など、この国の将来を見据えた国民のためになる政策が実現でき

るよう、今後もしっかりと国政において議論を重ねてまいる所存です。

私自身も初心を忘れることなく、看護職の皆さんお一人お一人が「看護職になってよかっ

た」と思えるような環境を整備できるよう引き続き頑張ってまいります。今後とも皆様の

温かいご支援を賜りますよう心よりお願い申し上げます。
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新年のごあいさつ

前日本看護連盟幹事長
（第23回参議院選挙候補予定） 石田まさひろ

長崎県看護連盟の皆様、新年明けましておめでとうございます。日頃より、あたたかなご

支援をいただき心より御礼申し上げます。日々、真剣に看護する皆様の姿がパワーの源とな

り、ますます元気に活動を続けています。

この１年間は、ホップ・ステップの活動を通し、各地で活躍されている施設等の管理者や

スタッフの皆様にお会いすることができました。長崎県では約３０施設の医療や福祉等の現場

を訪問させて頂くことができました。訪問した施設には、職員のワーク・ライフ・バランス

への取り組みによって離職率が低下したり、地域住民の希望によって夜間までのデイケアに

対応している施設、なかには連盟会員の方の私財によりデイサービスセンターを設立された

ケースもありました。それぞれの施設が独自に工夫した取り組みを行い、地域住民のニーズ

を取り入れ重要な役割を担っていました。

一方で、医師不足や看護師不足など、ますます深刻化する医療現場の状況から「仕事に追

われ、看護している実感が持てなくなってきた！」という声を多く伺いました。

私たちは、厳しい現場であっても頑張ることができるのは、自分たちの看護が患者さんに

役立っていることを実感しているからです。だからこそ、実感のもてる看護の現場を維持し

続けなければなりません。

長崎県看護連盟は「看護職の現状を広く社会に紹介する」活動にも取り組んでおられると

伺っています。他団体や一般の地域住民のみなさんに、このような看護の現状を知っていた

だくことは、私たちが希望する看護に近づく一歩であり、こうした一つひとつの取り組が積

み重なっていくことの意味を感じずにはいられません。

私も皆様との出会いによってお寄せいただいた大切な現場の声を、政治の場に届け、国民

のため、看護のために精一杯努力させていただきたい。そのために、さらにさらに強力な熱

伝導をお届けできるよう、これからも全力で取り組んで参ります。

最後になりましたが、皆様の今年一年の益々のご活躍とご健康を祈念いたします。
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長崎県看護連盟 支部役員一覧
地区 支 部 支部長 幹事長 幹 事

県

南

地

区

第1支部 浦瀬 妙子 山口みどり 松本美由喜 高濱千由紀

第2支部 永松 順子 神辺 みち 岡村 嘉子 田栗 寛子

第3支部 中村 理恵 石垣 俊子 松尾 清美 前田 睦美

第4支部 下田 清子 内野かほる 長尾 鈴子 松本 光子

第5支部 中村真知代 高田寿美子 阿野 洋子 松山 明美

第6支部 坂田 幸利 深堀 立子 岩田 直美 西川眞由美

第7支部 植松 末広 近藤 弘美 崎山 龍子 氏原 恭子

第8支部 山添由紀子 藤井三千子 島村 洋子 津上 弘一

第9支部 本山 清子 福江まさ江 辻 ミサ子 千馬ミキヨ

県

央

地

区

第1支部 伊達 信子 中島 禮子 貴田 英司 浅田まつえ 菅藤 文子 川井なほこ

第2支部 松尾 明子 松尾 愛子 本多 葵 﨑山 豊子

第3支部 平野富美子 釜﨑 弘美 村川 由紀 金﨑 大輔

第4支部 福田 妙子 松尾由紀子 松尾 美香 中野真由美

第5支部 今川 洋子 木下まさみ 石丸 紀子 高井 夕子

第6支部 森 良子 松山 育枝 佐竹 康子 石丸 貴敏

県
北
地
区

第1支部 薬王寺和子 氏田美知子 村井 良子 加藤 純子

第2支部 福島美津子 坂口 広子 永田恵美子 山浦 美幸 春川佐智子

第3支部 横山紀美子 横山加代子 横山 藤美 井元 陽子

離
島
地
区

下五島支部 坂下 照代 矢倉 礼子 宮川 和子 赤窄かずみ 宮本紀美子 塩塚 和子

上五島支部 梁瀬マスエ 川端 逸子 田中 啓子 本村ひづる 松本 範子

H24年11月15日現在 作成
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意見
・研修を受講しても時間がたつと忘れてしまう為、
くり返し研修をしていく必要があると思う。（各
施設でも、リーダーが、勉強会を開催）
・若手会員の育成（ポリナビのキャラバン活動を
積極的に活用する）
・トップの考え方 看護協会と連盟は表裏一体を
浸透させる。

■日本看護連盟幹事長 阿津公子氏を迎えて
日本看護連盟主催「平成24年度都道府県別会議」9：30～12：30

協 議 事 項

1．若手会員の育成について

現在県内3地区のポリナビ特別委員を置きキャラバン
活動を行っている。若者が若者に対して講演することで
若者の政治に対しての意識と関心が高まってきている。

2．施設連絡員及びリーダーの活動について

定期的会議や研修会参加の呼びかけを行っているが担
当者自身の自覚がまだ不充分な感があるので支部長が施
設連絡員と情報交換等を行い自覚を促す必要がある。

3．会員確保について

施設訪問や研修会（出前研修会）を開催し入会をお願いしている。
看護管理者への理解と協力を得る必要がある。

■平成24年度都道府県別リーダーセミナー
―日本看護連盟・長崎県看護連盟共催― 14：00～16：30
プログラム

14：00 あいさつ
14：05 講義「安心して活動するために」 日本看護連盟幹事長 阿津 公子
15：05 DVD学習「ルールを知って安心して活動しよう」
15：20 グループワーク

テーマ
「選挙違反をしないために、私たちの出来ることは」

16：30 終了

平成２４年度長崎県看護連盟会議・研修会
平成24年11月16日 ながさき看護センター

▲阿津先生
山口名誉会長

▲

▲発表者
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内容：今当たり前と思っている夜勤手当のことやス
タッフの増員、大学ができ看護師の教育水準
があがったこと、看護婦から看護師になった
こと。これらは国政への働きかけの結果達成
できたことである。

ポリナビ特別委員

基調講演で学んだこと

もっと良い看護をするための「私の役割」

「「平平成成２２３３年年度度看看護護連連盟盟新新入入会会者者」」フフォォロローーアアッッププ研研修修会会
〔日 時〕平成24年度10月13日㈯ 14：00～16：00
〔会 場〕長崎県看護協会 長崎会館 5Ｆ研修室
〔対 象〕平成23年度「新入会者研修」を受講した者 96名
〔ねらい〕看護職者が自分達の職場環境の問題を解決するためには「政治」「政策」に関心をもち、更に解

決の手段が考えられる。

プログラム

14：00 開会 会長あいさつ

14：05 研修「看護と政治の関係」
―未来そうぞう―

14：35 ①グループワーク テーマ：「こんなことあったらいいな・あんなことあったらいいな」
と思うことを考える

14：55 発表
15：10 ②グループワーク テーマ：「いいなと思った事を叶えるためにはどうするのか」

自分達に出来ることを考える
15：25 発表
15：40 まとめ
16：00 閉会

終了後のアンケートでは、多数の意見があった。
「今、当たり前だと思っていたことが今までの先輩達の活躍の結果である。」

「今ある看護師が働く環境は、政治家の方の頑張りの成果である。そのためにも自分達も選挙に行って代
表選出に協力する必要があると思った。」

「自分の思いを職場で発言する。看護のこれまでを知り、
これからを自分なりに考えていく。」「国会に看護師の代表
を送り込むために、仲間を増やし、選挙に行き、看護の場
をより良くするための政策をすすめていってもらいたいと
思います。」等の意見があった。
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平平平平平平平平平平平平平平平平平成成成成成成成成成成成成成成成成成２２２２２２２２２２２２２２２２２４４４４４４４４４４４４４４４４４年年年年年年年年年年年年年年年年年度度度度度度度度度度度度度度度度度長長長長長長長長長長長長長長長長長崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎崎県県県県県県県県県県県県県県県県県看看看看看看看看看看看看看看看看看護護護護護護護護護護護護護護護護護連連連連連連連連連連連連連連連連連盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟盟新新新新新新新新新新新新新新新新新入入入入入入入入入入入入入入入入入会会会会会会会会会会会会会会会会会者者者者者者者者者者者者者者者者者研研研研研研研研研研研研研研研研研修修修修修修修修修修修修修修修修修会会会会会会会会会会会会会会会会会
第1回研修会 平成24年12月6日㈭ 14：00～16：30
ながさき看護センター 4階大会議室 参加者数 103名

テーマ

ねらい

内容

「新人看護職者が看護を変える」

新人看護職者が、働きやすい職場環境を整えるために、
看護の代表者を国会に送る必要性を理解する。

1．オリエンテーション
2．開会あいさつ
3．研 修
（1）看護連盟と看護協会のちがい

会長 金澤きみ代
（2）『選挙の基本』政治とは、選挙とは

名誉会長 山口ミユキ
（3）ポリナビについて ポリナビ委員：市田雅俊・金崎大輔
（4）グループワーク「私に出来ること」

意 見
・アンフィニなど看護雑誌や新聞やニュースで情報を得る
・ポリナビに参加する
・連盟会員を増やす
・協会・連盟を知る
・政治に興味を持つ
・政治と看護のつながりを知る
・投票に行く
・研修会で学んだことを仲間に話す

4．発 表
5．閉 会
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アンケート結果
アンケート結果

キャラバン活動を通して

行った 行かなかった

今までに選挙に行ったか、
　　　　　　　行かなかったか

研修内容について

県北地区
県央地区
県南地区

189

37
57

15

174

41

県北地区
県央地区
県南地区

215

6 3

67

3 0

187

6 0

（1）理解できた（2）あまり理解できなかった（3）理解できなかった

若者が伝える看護連盟のあゆみ

研修内容で印象に残ったこと

・看護職に政治介入が必要
・劇で若い人にはわかりやすかったと思う
・歴史がよくわかった
・仕事しながら大変でしょうが
がんばってください

・重要な活動です
・劇にいやされました
・ポリナビの皆さんの熱意を
感じた

・当たり前と思っていた昔からあること。……夜勤手当など
それは当たり前ではなかった。

・昔からそうではなく、国会で決められて行った事がわかりました。
歴史を交えながらでわかりやすかった。

・医者を国会へ送っても、看護職はよくならない。
・看護に携わる人を国会へ送らなければ維持・改善できないことがわかり、
選挙投票の大切さがわかった。

・残務にて時間がまにあわず、参加人数が少なかったことが残念だった。

共済HPにてポリナビ劇場上演
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長崎から西へ約80㎞に位置する五島列島の上、新上五島町に私達の病院はあります。西海国立公園の中、す
ばらしい自然に囲まれています。
当院は、平成23年の医療再編に伴い島で唯一有床病院となりました。病床数186床（療養型病棟含む）・職員
数301名・診療科14診療科と訪問ステーションを併設しています。昨年4月には地域連携室も立ち上げ、地域
での職種間の連携を強化し、住民の方が、安心して診療・療養そして住み慣れた土地での生活ができるよう取
り組んでいます。
病院理念「地域と共に歩み、信頼され親しまれる病院」を念頭に、そして、地域の方に親しまれる「この病

院があって良かった。」と思っていただけるように、患者さんひとり一人との関わりを大切にそして丁寧に接
することに日々努めています。
看護部はさまざまな研修参加と、認定看護師をはじめとした資格取得の機会を積極的に奨励し、総合力を兼

ね備えた人材育成に力を入れ取り組んでいます。昨年には、島で初めての認定看護師を誕生させることができ
ました。また、アイランド・ナースやジャパン・ハートの派遣事業も展開され、地元以外の看護師さんにも勤
務していただき、お互いによい刺激を受ける機会が作れています。
今後も、地域医療を支える看護師として、地域に根ざした看護の提供が継続できるよう努めていきたいと思

います。
最後に、職員同士が顔見知りということもあり、職種間の連携が取りやすいことが上五島病院のもう一つの

自慢です。院内レクレーションでは、たくさんの職員が参加し、病院を離れて楽しい時間をみんなで共有して
います。とても働きやすい職場環境がここにはあると思います。上五島にお越しの際には、看護部へ足を運ん
でみませんか。皆さんのお越しをお待ちしています。

文責 看護部長 本村ひづる

第4回 長崎県 上五島病院

my病院・施設を紹介してみませんか？
「これが自慢！うちならでは！頑張ってます‼」なんでもOKですよ。
応募方法はこちら → hyk.renmei-nagasaki@shore.ocn.ne.jp または Fax（0957）49－8066

たくさんの応募
お待ちしてまーす。
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主催：日本看護連盟・長崎県看護連盟
連絡先：TEL 0957-49-8064 

13：00～16：30
125 日

2013年

日月
ながさき看護センター
長崎県諫早市永昌町23-6

会 場

日 時

看護職者および看護学生参加
資格

無料参加費

ジャンプ石田まさひろ
青年の活動報告
アトラクション
懇親会

●
●
●
●

開催
内容

平成25年4月20日まで

未来そうぞう
想像・創造

つく

夢は創れる

17：00～19：30懇親会
諫早観光ホテル道具屋
諫早市金谷町8-7
ＴＥＬ.0957-22-3360

会 場

2,000円会 費

申込
締切

研 修 案 内

多数の参加をお待ちしております

あけましておめでとうございます
昨年12月の衆議院選挙では自民党の大躍進で、私達看護連盟も大いに力を得ま

した。
この力を今年7月の参議院選挙に発揮していきたいものです。ポリナビ会員に

よるキャラバン活動も終了し、若手会員に対し政治の必要性も浸透してきていま
す。今後も「連盟だより」を通して会員の皆様に情報を発進していきたいと思い
ます。
ご意見等があればどうぞお寄せ下さい。

編集担当（伊達木、馬場、村井、森田、松崎、上戸）

多くの皆様の
参加をお待ち
しています

石田まさひろ ステップ 県南 平成25年1月29日㈫・30日㈬

第2回 看護連盟新入会者研修
平成25年2月6日㈬14：00～16：30
ながさき看護センター4階大会議室

日本看護協会がこれからの
看護管理者に求めるもの
日本看護協会長 坂本 すが

平成25年2月9日㈯13：30～16：00
ながさき看護センター4階大会議室
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